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より家庭的な保育を⽬指して

⽣命尊重の保育

正しきを⾒て絶えず進む保育

よき社会⼈をつくる保育

命の尊さを知り、⽣き物をかわいがり、思いやりの⼼を持てる⼦。「いただ
きます」や「ごちそうさまでした」はその実践です。わたしたちは他の命を
頂かなくては⽣きていけません。

感謝の⼼を忘れず、他⼈を敬い、みんなで仲良くできる⼦。お釈迦さまは、
⼈の貴賎はその⼈の⽣まれではなく、⽇常の⾏いによるものと⾔われまし
た。⼈はつとめ、励むことによって真の⼈になります。

※⼟曜⽇は希望制となり、標準時間は7:30から16:30まで。短時間は8:30から16:30まで。

良いこと、悪いことがわかり、正しい⾏いのできる⼦。仏様を拝む姿勢で、
弱⼼に負けないで、絶えず努⼒する⼒を育てます。
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